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曲名 年 作詞者 備考 調 拍子 音域
赤とんぼ 野口雨情 F 4/4 c' -c' 
あがり目さがり目 1926 （大正15) 水谷まさる F 2/4 CI -d' 
あの町この町 1922 （大正11) 野口雨情 『コドモノクニ』 d 2/4 c' -e' 
あめふり 1925 （大正11) 北原白秋 『コドモノクニ』 C 2/4 c' -c' 
雨降りお月さん 1925 （大正14) 野口雨情
『コドモノクニ』
C 3/4 C -c 
『童謡小曲集』第九週
兎のダンス 1924 （大E13) 野口雨情 『コドモノクニ』 C 2/4 c' -e' 
おみやげ三つ 1931 （昭和6) 西僚八十 『コドモノクニ』 F 2/4 CI -d' 
蛙の夜まわり 1930 （昭和5) 野口雨情 G 4/4 d I -82 
肩たたき 1923 （大正12) 西候八十 『幼年の友』 Es 2/4 H e' 
キューピーちゃん 1930 （昭和5) 野口雨情 『コドモノクニ』 G 2/4 H -e' 
げんげ草 北原白秋 C 4/4 c' -e' 
黄金虫 1923 （大正12) 野口雨情 d 2/4 Cd' 
木の葉お船 1924 （大正13) 野口雨情 『コドモノクニ』 C 2/4 c' -e' 
こんこん子狐 1924 （大正13) 浜田広介 『幼年の友』 B 4/4 H f' 
里ごころ 1922 （大正11) 北原白秋 C 4/4 c' -e' 
しゃぼん玉 1923（大正12) 野口雨情 D 2/4 G-d' 
証城寺の狸蝉子 1924 （大正13) 野口雨情 『金の星』 C 2/4 c' -e' 
雀おどり 1920 （大正9) 北原白秋 C 2/4 CI －巴2 
砂山 1922 （大正11) 北原白秋 『小学女性』 e 4/4 H-d' 
背くらべ 1919 （大正8) 海野厚 白眉出版社 C 3/4 CI -d' 
たあんきぼうんき 1926 （大正15) 北原白秋 C 4/4 C -e 
狸の赤ちゃん 三苫やすし F 4/4 c' -d 
てるてる坊主 1922 （大正10) 浅原鏡村 『少女の友』 h 2/4 H-Cis 
道中双六 1928 （昭和3) 水谷まさる A 2/4 Cis e' 
遠眼鏡 武井武雄 Es 2/4 He' 
南京ことば 1928 （昭和3) 野口雨情 E 4/4 He' 
兵隊ご、っこ 1928 （昭和3) 酒井良夫 『コドモノクニ』 C 2/4 c ' -e' 
鞠と殿様 1922 （大正11) 西線八十 e 2/4 H-e' 
露地の細道 1933 （昭和8) 海野厚 a 2/4 c' -e' 
これらは中山晋平が作曲した童謡だが，まず中山晋平作曲の童謡だけを見ても 29曲にもなる。 さらに，作
調者を見ると 29曲中 11曲（37.9%）が野口雨情（1882・1946）となっている。掲載された雑誌は『コドモノ
クニ』が他の雑誌に比べて多し、傾向があると言える。調は 29曲中 21曲 （72.4%）が長調の曲になっており，









曲名 年 作詞者 備考 調 拍子 音域
あわて床屋 1919 （大正8) 北原白秩 『赤い鳥』 C 4/4 c'-e' 
かえろかえろと 1925 （大正14) 北原白秋 『童話』 E 4/4 d'-e' 
カッコ烏 1925 （大正14) 野口雨情 『コドモノクニ』 f 4/4 c'-f' 
この道 1924 （大正13) 北原白秋 『赤い鳥』 E 3/4 He' 
酸模の咲く頃 1925 （大正14) 北原白秋 『赤い鳥』 D 2/4 Ad' 
なくした鉛筆 1921 （大正10) 西僚八十 『まなびの友』 d 3/4 d'-f' 
ペチカ 1923 （大正12) 北原白秋
『子供の村』 （大正
D 4/4 d' e' 
14年）
待ちぼうけ 1925 （大正14) 北原白秋 『子供の村』 D 4/4 巴＇－e'
山百合 川路柳虹 a 4/4 c'-e' 
山田耕停は1922（大正11）年に北原白秋と雑誌『詩と音楽』 を創刊して詩と音楽との融合を図り6，童話も
作曲した。f宵司者を見ると北原白秋の詩に曲をつけているものが多し、傾向にある。掲載された雑誌は主に『赤




( 3）本居長世 1885 （明治18）年～1945（昭和20）年
表3は，本居長世作曲の童謡を一覧にしたものである。
表3 本居長世作曲の童謡
曲名 年 作調者 備考
青い眼の人形 1921 （大正10) 野口雨情 『金の船』
赤い靴 1921 （大正10) 野口雨情 『小学女生』
お月さん 1922 （大正11) 西線八十 『童話』
乙姫さん 1921 （大正10) 野口雨情 『金の船』
お山の大将 1920 （大正9) 西線八十 『赤い烏』
温泉町から 1924 （大正13) 葛原しげる
汽車ぽっぽ 1927 （昭和2) 本居長与
九人の黒んぼ 1922 （大正11) 西候八十 『童話』
十五夜お月さん 1920 （大正9) 野口雨情 『金の船』
俵はごろごろ 1925 （大正14) 野口雨情 『金の星』
釣鐘草 1922 （大正11) 野口雨情
でんでん虫 1922 （大正11) 野口雨情 『金の船』
七つの子 1921 （大正10) 里子口雨情 『金の船』
残りの花火 1923 （大正12) 西候八十 『童話』
めえめえ児山羊 1921 （大正10) 藤森秀夫 『童話』
呼子，烏 1921 （大正10) 野口雨情 『金の船』
四丁目の犬 1920 （大正9) 野口雨情 『金の船』
調 拍子 音域
E,e,E 4/4 H Cis' 
C 4/4 c' Es' 
C 4/4 B-Es' 





E 4/4 H Cis' 
E 4/4 H-Cis' 
C 2/4 c'-d' 
a 4/4 d' e' 
日本 4/4 c'-d' 
C 4/4 c' d' 
F 4/4 c'-c' 
G 4/4 H-e' 
g 3/4 B-Es' 
D 4/4 d' d' 
F 4/4 C 1-e' 
g 2/4 d' Es' 








( 4）弘田龍太郎 1892 （明治25）年～1952（昭和27）年
表4は，弘田龍太郎作曲の童謡を一覧にしたものである。
表4 弘田龍太郎作曲家の童謡
曲名 年 作調者 備考
赤い水筒 1951 （昭和26) 加藤省吾
あさね 1920 （大正9) 村山至大
あした 1920 （大正9) 清水かつら 『少女号』
雨 1918 （大正7) 北原白秋
うちの燕 1922 （大正11) 相馬御風
えんそく 1941 （昭和 16) 林柳波
『新訂尋常小
学唱歌』
おうち忘れて 1922 （大正11) 鹿島鳴秋
おち葉のおどり 1920 （大正9) 鹿島鳴秋
お山のお猿 1919 （大正8) 鹿島鳴秋
キューピーさん 1924 （大正13) 葛原しげる
金魚の昼寝 1919 （大正8) 鹿島鳴秋
靴が鳴る 1919 （大正8) 清水かつら 『少女号』
叱られて 1920 （大正9) 清水かつら
雀のお宿 1921 （大正10) 北原白秋
雀の学校 1921 （大正10) 清水かつら 『少女号』
ねこゃなぎ 1927 （昭和2) 三宅稲子
春よ来い 1923 （大正12) 相馬御風 『木かげ』
調 拍子 音域
D 2/4 d1-d2 
E 3/4 e1-Fis2 
F 2/4 c1-c2 
C 2/4 C 1 C2
D 4/4 d1-d2 
G 2/4 d1-d2 
C 3/4 c'-e2 
d 2/4 d1-d2 
F 2/4 c1-d2 
D 2/4 d' d2 
F 2/4 c1-d2 
C 4/4 c1-c2 
As 4/4 c 1 Es2 
D 4/4 d' d2 
G 4/4 d' d2 
B 2/4 c1-d2 













曲名 年 作詞者 備考 調 拍子 音域
クリスティナ・ロセ
『赤い鳥童謡集
風 1921 （大正9) ッティ （原詞） C 3/4 c'-e' 
西線八十（訳）
（五）』
汽車ポッポ 1923 （大正12) 富原薫 F 2/4 c'-d' 
どこかで春が 百回宗治 『小学男生』 C 4/4 H d' 
春のうた 野口雨情 C 4/4 c'-e' 
緑のそよ風 清水かつら G 4/4 d'-d' 
夕焼小焼 1923 （大正12) 中村雨紅
『あたらしい童
C 2/4 C 1 d' 
謡（二）』
揺簡のうた 1922 （大正10) 北原白秋 『小学男生』 F 2/4 d' d' 
1921 （大IE9）年に東京音楽学校の同期であった成田為三の紹介で、雑誌『赤い鳥』に参加するようになって
からは本格的に童謡に取り組んだ9。ここに挙げたものは曲によって↑宵司者は様々である。調は表 5の 7曲す
べてが長調の曲になっている。 拍子は7曲中 （風》を除く 6曲が2拍子か4拍子になっている。音域は最高音
がe＇で、最低音が Hとなっており，最高音は少し高いが幼児で、も歌える音域になっている。
( 6）成田為三 1893 （明治26）年～1945（昭和20）年
表6は，成田為三作曲の童謡を一覧にしたものである。
表6 成田為三作曲の童謡
曲名 年 作詞者 備考
赤い鳥小鳥 1921 （大正9) 北原白秋 『赤い鳥』
かなりや 1919 （大正7) 西候八十 『赤い鳥』
月見草 1928 （昭和2) 菊池勇 『創作童謡』
調 拍子 音域
F 2/4 f'-d' 
B 2/4 Be' 





( 7）梁田貞 1885 （明治18）年～1959（昭和34）年
表7は，梁田貞作曲の童謡を一覧にしたものである。
表7 梁田貞作曲の童謡
曲名 年 作詞者 備考
あられ 葛原しげる
海 小松玉巌
お玉じゃくし 1912 （大正元） 吉丸一昌 『幼年唱歌（一）』
木の葉 1912 （大正元） 吉丸一昌 『幼年唱歌（二）』
どんぐりころころ 1922 （大正10) 青木存義 『かわいい唱歌』
羽衣 葛原しげる
噴水 1915 （大正4) 葛原しげる
調 拍子 音域
F 2/4 c1-c2 
D 2/4 d' d' 
D 2/4 d1-d2 
D 2/4 d1-d2 
C 2/4 c1-c2 
G 4/4 H-g' 
























対象は，鳥取市立保育所26園中， 3～5歳児クラスがある 24園である （2014年8月時点）。 調査は， 2016




































































































































































2小島美子 「童謡」岸辺成雄編 『音楽大辞典』第4巻，平凡社， 1982年， p.1621,
3三瓶政一朗 『日本童謡全集』音楽之友社，1974年
4文化庁編 『親子で歌いつごう日本の歌百選親から子，子から孫へ』東京書籍， 2007年。
5音名はドイツ式に則っている。
6細川周平・片山杜秀『日本の作曲家：近現代音楽人名辞典』日外アソシエーツ株式会社， 2008年， p.710。
7向上， p.677,
8 同上， p.564。
9同上，p.239,
10同上，pp.493-494,
11向上，p.694,
